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浮床モジュールによる避難所ブース用 空調換気システムの提案

＜構造＞

ؙ中空空間を創出するグリッド状の浮き床モジュールを、相互に気密パッキンを介し接続させながら敷設し、構成する浮床全体の外周を気密パネルで塞ぐ
ことにより、浮床全体で一体的なチャンバー（小空間）を形成させます。

ؙ空調機や換気ファンに接続したダクトを浮床の一部に接続し、各ブース内に吹出口（または吸込口）モジュールを配置することにより、各ブース内の鉛
直方向の置換空調を可能にし、ブース相互の感染を防止します。

ؙ設置する体育館等の既設の空調換気設備に合わせ、以下に示す ①押し出し ②吸い出し ③バランス型のうち、適切な構成方法を選択して構成します。

(COVID-19 感染防止 )

避難所内床上に敷設する、浮床状の空調換気システムの提案です。
 ✓ モジュール構成により、自在なブースレイアウトに対応できます。

 ✓ 各ブース内に新鮮な空気を直接供給する置換空調により、快適な空調環境を提供しつつ、避難所内でのコロナウィルス等による感染を防止します。
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みじんこ総研では、設計やコンサルティング等承っております。
具体的な設計・導入のご相談等に関しても、お気軽にご相談下さい。

本資料の提案内容にかかわらず、様々な分野でオープンイノベーション等による共同開発等を行っております。
ご興味お持ちの場合、お気軽にご連絡下さい。

もっと詳しく！
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